令和２年度(令和元年度対象)

教育委員会の

点検・評価

令和２年１１月
壬生町教育委員会
　　　　　　
目　　　　次
Ⅰ教育委員会評価の概要
Ｐ１
Ⅱ教育委員会の活動
Ｐ４
Ⅲ主な施策ごとの事業概要、評価、方向性
Ｐ６
1． 学び合い、文化が薫るまちづくり（生涯学習課）

⑴学習環境の充実

　　①図書館指定管理運営事業
Ｐ６

　　②子ども読書活動推進事業
Ｐ７
③まちかど文庫管理運営事業
Ｐ７

　　④各種講座等開催事業
Ｐ８
　　⑤社会教育施設改修等事業
Ｐ９

　　

　⑵文化芸術の振興

　　①文化祭等の芸術文化推進事業
Ｐ11
２．誇れる歴史と伝統を受け継ぐまちづくり（生涯学習課）

⑴文化遺産の保護・活用

　　①壬生古墳発掘調査及び保存活用計画書策定事業
Ｐ14
　　②発掘調査参加大学との連携事業
Ｐ14
　　③みぶ古墳群解説ボランティア育成事業
Ｐ15
　　④文化財保存・活用事業
Ｐ15
　⑵地域伝統・歴史の再興・継承

　　①保存会伝承に伴う補助事業
Ｐ16
　　②無形民俗文化財公開事業
Ｐ16
⑶地域の歴史の再発見・発信

①企画展開催事業
Ｐ17
　　②壬生論語古義塾育成事業
Ｐ17
３．未来を担う子どもたちが健やかに育つまちづくり（学校教育課）

⑴教育内容の充実

　　①学力向上支援事業
Ｐ19
　　②情報教育推進事業
Ｐ19
　　③社会体験活動推進事業
Ｐ20
　　④夢と志のある人づくり推進事業
Ｐ20
　　

　⑵教育環境の充実

　　①学校施設改修事業
Ｐ21
　　②学校給食及び食育充実事業
Ｐ22
　　③学校給食委託事業
Ｐ23
　　④学校規模適正化検討事業
Ｐ23
4． 明るく元気な生涯スポーツのまちづくり（スポーツ振興課）
⑴生涯スポーツの充実
　　①総合型地域スポーツクラブ支援事業
Ｐ26
　　②運動場管理事業
Ｐ27
　③ふれあいプール管理事業
Ｐ28
⑵多様なスポーツの振興
①ゆうがおマラソン開催事業
Ｐ29
　　②壬生町駅伝チーム育成支援事業
Ｐ29
　　③スポーツ振興助成事業
Ｐ30
　　④スポーツクライミング普及促進事業･･･････････････････････ Ｐ31
5． 家庭と地域の絆を育むまちづくり（生涯学習課）
⑴家庭教育の推進
　　①子育て・親育ち講座開催事業
Ｐ33
　　
　⑵青少年教育の推進
　　①青少年活動推進事業
Ｐ34
　　

　⑶地域と連携した教育の推進

①学校地域支援ボランティア推進事業
Ｐ34
　　②中学生及び青少年地域参画推進事業
Ｐ35
　　③放課後子ども教室事業･･･････････････････････････････････ Ｐ36
6． 国際性を高め交流活動が盛んなまちづくり（学校教育課）
⑴国際理解の促進
　　①外国語指導助手配置事業
Ｐ38
　⑵国際交流活動の推進
　　①中学生国際交流推進事業
Ｐ39
Ⅰ 教育委員会評価の概要　
１　評価の趣旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年法律第162号)第26条の規定に基づき、効果的な教育行政の推進に資するとともに、町民へ公表するため、壬生町教育委員会が実施する教育に関する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を実施します。

	　地方教育行政の組織及び運営に関する法律　抜粋　

　(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等)

第26条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第1項の規定により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第4項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。)の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２　教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。


○評価のしくみ

教育委員会で行った自己評価と今後の対応方向を明示して、外部の方のご意見をいただきます。


２　評価の対象

平成２８年度から令和７年度の町政運営の基本的方向を示した壬生町第６次総合振興計画～子育て・健康・壬力がキラリ　幸せ実感　住みよい“壬生町”～に基づき、６施策、４８事業に区分けし、必要性・妥当性・効率性・有効性等の観点から、令和元年度に執行した事務の管理及び執行のうち、重点事業について評価を行いました。施策の名称等は次のとおりです。
【施策の名称等】
〇基本姿勢
　「みんなで学び・楽しみ　心が触れ合うまち」
	基 本 施 策
	施策の展開
	主 な 事 業
	重点事業

	１．学び合い、文化が薫るまちづくり

■生涯学習課
	⑴学習環境の充実
	○図書館指定管理運営事業
	◎

	
	
	○子ども読書活動推進事業
	◎


	
	
	○まちかど文庫管理運営事業
	◎

	
	
	○各種講座等開催事業
	◎

	
	
	○社会教育施設改修等事業
	◎

	
	⑵文化芸術の振興
	○音楽によるまちづくり推進事業
	

	
	
	○文化祭等の芸術文化推進事業
	◎

	２．誇れる歴史と伝統を受け継ぐまちづくり

■生涯学習課
	⑴文化遺産の保護・活用
	○壬生古墳発掘調査及び保存活用計画書策定事業
	◎

	
	
	○発掘調査参加大学との連携事業
	◎

	
	
	○みぶ古墳群解説ボランティア育成事業
	◎

	
	
	○文化財保存・活用事業
	◎

	
	⑵地域伝統・歴史の再興・継承
	○保存会伝承に伴う補助事業
	◎

	
	
	○無形民俗文化財公開事業
	◎

	
	
	○無形民俗文化財連絡協議会設置事業
	

	
	⑶地域の歴史の再発見・発信
	○企画展開催事業
	◎

	
	
	○郷土の偉人顕彰事業
	

	
	
	○壬生論語古義塾育成事業
	◎

	３．未来を担う子どもたちが健やかに育つまちづくり

■学校教育課
	⑴教育内容の充実
	○学力向上支援事業
	◎

	
	
	○英語力育成事業
	

	
	
	○教師力向上支援事業
	

	
	
	○情報教育推進事業
	◎

	
	
	○社会体験活動推進事業
	◎

	
	
	○子どもの体力向上支援事業
	

	
	
	○夢と志のある人づくり推進事業
	◎

	
	⑵教育環境の充実
	○学校施設改修事業
	◎

	
	
	○学校教育ＩＣＴ化推進事業
	

	
	
	○学校給食及び食育充実事業
	◎

	
	
	○学校給食委託事業
	◎

	
	
	○学校規模適正化検討事業
	◎

	４．明るく元気な生涯スポーツのまちづくり

■スポーツ振興課
	⑴生涯スポーツの充実
	○総合型地域スポーツクラブ支援事業
	◎

	
	
	○運動場管理事業
	◎

	
	
	○ふれあいプール管理事業
	◎

	
	⑵多様なスポーツの振興
	○ゆうがおマラソン開催事業
	◎

	
	
	○壬生町駅伝チーム育成支援事業
	◎

	
	
	○スポーツ振興助成事業
	◎

	
	
	○スポーツクライミング普及促進事業
	◎

	５．家庭と地域の絆を育むまちづくり

■生涯学習課
	⑴家庭教育の推進
	○家庭教育推進事業
	

	
	
	○子育て・親育ち講座開催事業
	◎

	
	
	○「家庭の日」の啓発事業
	

	
	⑵青少年教育の推進
	○青少年活動推進事業
	◎

	
	
	○青少年健全育成事業
	

	
	⑶地域と連携した教育の推進
	○学校地域支援ボランティア推進事業
	◎

	
	
	○中学生及び青少年地域参画推進事業
	　 ◎

	
	
	〇放課後子ども教室事業
	◎

	
	
	○郷土愛醸成推進事業
	

	６．国際性を高め交流活動が盛んなまちづくり

■学校教育課
	⑴国際理解の促進
	○外国語指導助手配置事業
	◎

	
	⑵国際交流活動の推進
	○中学生国際交流推進事業
	◎

	
	
	○壬生町国際交流協会活動支援事業
	


Ⅱ 教育委員会の活動　
壬生町教育委員名簿
	職　　名
	氏　　　　名
	任　　　期

	教育長
	田 村　幸 一
	H30. 4. 2～R3. 4. 1

	委  員
	池　 　節 子
	H30.10. 1～R4. 9.30

	委　員
	藍 田　　 收
	H29.12.23～R3.12.22

	委　員
	大久保 信 男
	H28. 1.22～R2. 1.21
R2.1.22～R6.1.21

	委　員
	本 島　博 久
	H28.11. 1～R2.10.31


　
１．教育委員会の活動

　（１）教育委員会会議の開催状況
	
	平成３０年度
	令和元年度

	開催回数
	定例会
	１２
	１２

	
	臨時会
	　１
	１

	計
	１３
	１３

	付議案件数
	審議
	４４
	３６

	
	報告
	４８
	４３

	計
	９２
	７９


　
（２）令和元年度教育委員会会議の審議件数一覧
	事　　　　　項
	件　　数

	教育に関する一般方針について
	１０

	人事案件について
	１２

	規則等の制定・改廃について
	１２

	教育委員会の点検・評価について
	１

	その他
	　１

	合　　　計
	３６


２．総合教育会議

平成２７年４月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部を改正する法律が施行となり、首長（町長）は総合教育会議を設け、首長と教育委員会が教育行政の大綱や重点的に講ずべき施策等について協議・調整を行い、両者が教育施策の方向性を共有し、一致して執行にあたることとなりました。

	
	開催日
	内容

	第１回壬生町総合教育会議
	令和２年２月２６日
	・文部科学省事業「ＧＩＧＡスクール構想」について
・「１年単位の変形労働時間制」への対応について


３．教育委員会会議以外の活動状況

　（１）学校その他の教育施設等の訪問　　

	実　　施　　日
	視　　察　　先

	令和元年　５月１３日
	稲葉小学校

	令和元年　５月１５日
	安塚小学校

	令和元年　５月２０日
	睦小学校

	令和元年　５月２９日
	壬生中学校

	令和元年　７月　１日
	南犬飼中学校

	令和元年　７月　８日
	壬生小学校

	令和元年　７月１２日
	羽生田小学校

	令和元年　７月１６日
	壬生北小学校

	令和元年　７月１７日
	壬生東小学校・藤井小学校


　
（２）教育委員の総会・研修会など

　　　令和元年　５月３１日　　　　関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会

　　　令和元年　７月　４日～５日　下都賀地区市町教育委員会連合会学事視察

　　　令和元年　８月　２日　　　　下都賀地区市町教育委員会連合会教育委員全体研修会

　　　令和元年１１月　６日　　　　栃木県市町村教育委員会連合会委員研修会

　
　

Ⅲ 主な施策ごとの事業概要、評価、方向性　

１．学び合い、文化が薫るまちづくり

 基本方針 
●豊かな生涯学習社会の実現を目指し、学習機会の提供、内容の充実や学習成果の活用を推進します。

●多様な文化芸術に触れる機会を創出し、文化芸術の振興を推進します。

（１）学習環境の充実　

図書館の利便性の向上を図り、幅広い年齢層に読書活動を推進します。また、地域住民の多様化・高度化した学習ニーズに応えるため、魅力ある多様な学習講座を提供したり、社会教育施設の学習環境を整えるための改修、修繕を計画的に行っていきます。

➀ 図書館指定管理運営事業（36,907,000円）

＜事業概要及び実施状況＞

　　　　壬生町立図書館は、平成２７年４月１日から指定管理制度を導入しました。図書館の管理運営は、「株式会社　図書館流通センター」が行い、開館時間の延長や祝日の開館等、利用者の利便性の向上に努めております。

　　　　令和元年度の開館日数は、２９２日で、開館時間は、午前９時から午後７時まででした。開館日数が昨年より減った理由は、新型コロナウィルス感染症蔓延防止のため、３月２日から３月３１日まで臨時休館したためです。図書館まつりや工作教室、おはなし会、調べる学習教室、大人のための朗読の夕べ、大人の折り紙教室等、独自の図書館事業を実施し、親しみやすい図書館運営を行っております。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度
	令和元年度

	図書館入館者数
	延べ入館者数
	人
	89,015
	89,951
	87,040
	79,663

	図書館貸出冊数
	貸出冊数
	冊
	198,056
	192,852
	187,731
	167,517


　　
＜評価と課題・改善＞
図書館の指定管理者制度導入により、開館日数や開館時間が増えるなど、サービスの質の向上が図られましたが、入館者数や貸出冊数は指定管理制度が導入された平成２７年度から比べると伸び悩んでいます。要因としては、全国的に読書をする人や児童・生徒数の減少、インターネットにより資料の検索が容易になったこと等、社会情勢の変化が考えられます。加えて、令和元年度末には新型コロナウィルス感染症による臨時休館が重なり、入館者数、貸出冊数ともに減少することとなりました。これらを踏まえて、今後はさらに利用しやすい図書館づくりをするため、利用者のニーズに対応したサービスの改善及び図書館事業を実施していくことが必要になります。
＜今後の方向性＞
連絡調整会議やモニタリング評価等を通して、指定管理者により適切に管理運営されているかを定期的に確認し、課題や問題点を改善し、利用者のニーズに対応した利用しやすい図書館づくりに努めていきます。令和元年度末で５年の指定管理期間が終了し、第２期の指定管理者として再度「株式会社　図書館流通センター」を選定しました。
②子ども読書活動推進事業

＜事業概要及び実施状況＞

子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造性を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資するため、「子ども読書活動推進計画」を策定しています。

　　　　壬生町では、「壬生町子ども読書活動推進計画（第二期）」（計画期間2019年度～2023年度）を平成３１年３月に策定しました。

＜評価と課題・改善＞

　　　　「壬生町子ども読書活動推進計画」の策定にあたり、平成３０年５月１０日から６月１日にかけて町内の小学校に通学する児童（小学校３年生、小学校５年生）、生徒（中学校２年生、高等学校２年生）を対象に「壬生町子どもの読書活動に関するアンケート調査」を実施しました。アンケート結果を分析して各施策の取り組みについて検討し、「壬生町子ども読書活動推進計画（第二期）」を策定しました。
＜今後の方向性＞

子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努めていきます。
　　　　また、子どもの読書離れを防止するためにビブリオバトル大会を実施してはどうか
というご意見がありましたが、指定管理者の「株式会社　図書館流通センター」が中
高生向けサービスとして５年間の指定管理中に目指すこととなっております。

③まちかど文庫管理運営事業（90,100円）

＜事業概要及び実施状況＞

まちかど文庫は、平成２６年４月に南犬飼地区公民館分館の１Fロビーに開設した、地域の小さな図書館です。町民からの寄贈本を中心に専任の臨時職員で運営しております。

　　　　平成２８年７月から「壬生町立図書館貸出文庫コーナー」を設けました。より魅力的な文庫づくりのため、町立図書館の蔵書２００冊（児童書、一般書）を２ヵ月毎に借り受け、貸出を行っております。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	まちかど文庫入館者数
	延べ入館者数
	人
	2,651
	2,706

	まちかど文庫貸出者数
	延べ貸出者数
	人
	1,232
	1,575

	まちかど文庫貸出冊数
	貸出冊数
	冊
	3,073
	3,929

	まちかど文庫蔵書数
	蔵書数
	冊
	12,723
	13,515


＜評価と課題・改善＞

　　　　まちかど文庫は、主に乳幼児から中学生までの子どもたちを対象とし、地域の小さな図書館的役割を果たしております。町図書館との連携により、読書環境が整備されました。図書の貸出のほかイベント等も開催しながら、文庫利用者の増を図っていきます。
＜今後の方向性＞

　　　　まちかど文庫は開設して6年が過ぎました。入館者数、貸出者数や貸出冊数等微増の傾向で推移しております。より周知を図り、利用者増を目指しＰＲに努めます。

④各種講座等開催事業

◇壬生中央公民館　 (914,655円)

◇稲葉地区公民館　 (250,495円)

◇南犬飼地区公民館 (360,394円)
＜事業概要及び実施状況＞
　　　　壬生中央公民館では、「古典講座　雨月物語③」「ウクレレ教室」「歴史講座＜鎧と鉄砲＞」「開花学級」等１５講座、また、夏休みの子ども向け講座として「子ども音楽講座」「親子考古学体験教室」「夏休みこども将棋教室」の３講座、並びに、「昆虫展」を開催いたしました。
　　　　稲葉地区公民館では、「はじめてのヨガ教室」「家庭でできる手作りパン教室」「小学生の手作りお菓子教室」「さくら学級」等7講座を開催いたしました。
　　　　南犬飼地区公民館では、「初めてのエコクラフト教室」「柔道整復師によるボディケア教室」「女性セミナー」「開花学級」等８講座を開催いたしました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	講座開催回数
	教室、講座延べ開催回数
	講座
	164
	183

	講座受講者数
	参加延べ人数
	人
	2,530
	2,972


＜評価と課題・改善＞

各公民館は、学習機会(生涯学習)提供の場として、町民が参加する教室・講座等を開催し、学習者の仲間づくりなどに大きな役割を果たしています。町民のニーズの把握に努め学習テーマ、内容など考慮しておりますが、開催数及び回数には限度があることが、参加者の減少傾向につながっている要因です。今後も参加意欲を刺激する教室・講座等を開催し、受講者増を図っていきます。

日頃の成果を発表する公民館まつりを開催しました（２月１５～１６日）。各公民館利用団体による実行委員会により運営され、ステージ部門１８団体、展示部門１７団体、その他４団体が出演・作品の展示等、多くの利用者が参加しました。今後も公民館活動の１年間の発表の場として、多くの人が参加して楽しめるよう、また、多くの町民に見に来ていただけるようＰＲを図っていきます。
＜今後の方向性＞

子どもから高齢者を含む幅広い世代にあった講座等の開催に努めていきます。町民が互いに学びあい、公民館講座等から自主的な学習（自主サークル）へと移行するため、公民館使用料金の減免などの継続的な支援を図っていきます。
◇生涯学習館（1,255,714円）
＜事業概要及び実施状況＞
生涯学習館では、主催講座、委託講座、自主講座の三本立で実施しています。主催講座は、一般向けに「エンジョイせんりゅう」「気軽で楽しいメディカルアロマ教室」「こころと身体をつなぐ養生法」など７講座と親子を対象とした「リトミック」講座（1・２歳児）、夏休み親子講座を実施しました。情報通信技術講習（通称ＩＴ講習）では小学生対象のプログラミング講座など６講座を実施しました。
委託講座では、壬生町子育て支援グループ「ポケット」に「子育て支援事業」を委託、４コ－スの事業に延べ８５９人の親子が参加。壬生町セミナースタッフ「みち」への委託事業「生涯学習セミナー企画事業」には、５講座に延べ２０７人が参加しました。
生涯学習館を拠点に活動している自主団体の日頃の学習成果発表の場として年１回開催している「生涯学習館フェスティバル」は、新型コロナウィルス感染症蔓延予防のため中止となりました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	講座開催回数
	講座延べ開催回数
	回
	78
	96

	講座受講者数
	参加延べ人数
	人
	741
	805


＜評価と課題・改善＞

主催講座では、親子を対象としたものやプログラミング講座などを行い、新たな利用者の発掘に取り組みました。自主講座は、会員の高齢化、固定化が進んでおり、日常の活動はもちろん、利用者数の減少に影響を及ぼしています。新規会員の参加につなげる活動が課題です。

限られた事業費の中ですが、町民の自主的な学習への継続的な支援は不可欠です。町民の多様な興味やニーズを踏まえた講座の企画、周知、運営を進めます。
＜今後の方向性＞　
町民向けの学習講座は、生涯学習関係の施設に限らず、福祉関係の施設などでも実施されています。その中で、本館で実施しているＩＴ講習は、町内のどこの施設でも実施されていない特色ある講座です。生涯学習館として独自性のある、町民にとって魅力的な講座を実施し、町民の学習意欲や施設の利用向上を図ってまいります。

　⑤社会教育施設改修等事業
◇中央公民館改修等工事（51,487,200円）

◇稲葉地区公民館改修等工事（1,911,600円）
＜事業概要及び実施状況＞

壬生中央公民館（城址公園ホール）は、建築以来３４年を経過して経年劣化が生じており大規模な改修工事が必要となっています。改修の年次計画を作って予算化を図り、改修工事を実施しています。令和元年度は、以下の改修工事を実施しました。
＊中央公民館大ホール　「大ホール舞台機構電気設備等改修工事」
平成２６年度から３期に分けてを実施しています。平成３０・令和元年度の２か年で実施の第３期の後半の工事として、舞台照明機構設備の増設・更新、客席照明のＬＥＤ化を実施しました。
＊中央公民館事務室　　「防災複合盤更新工事」
中央公民館事務室に設置している中央公民館・図書館・歴史民俗資料館の３館の防災設備を管理している防災複合盤の更新工事を実施しました。
＊中央公民館大ホール　「大ホール舞台上部排煙窓装置部分修理工事」
　大ホール舞台上部、塔屋南面に設置している排煙装置の修理を実施しました。

＊中央公民館外部　　　「中央公民館東側階段手摺取付工事」
中央公民館東側の階段部に２カ所、手摺の取付工事を実施しました。
＊稲葉地区公民館外部　「受変電設備等改修工事」

公民館西側に設置している受電キュービクルに収容している高圧コンデンサーの改修を実施しました。
南犬飼地区公民館では、改修工事はありませんでした。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	壬生中央公民館利用者数
	延べ利用者数
	人
	67,086
	74,060

	稲葉地区公民館利用者数
	延べ利用者数
	人
	5,444
	5,388

	南犬飼地区公民館利用者数
	延べ利用者数
	人
	17,925
	18,550

	計
	３公民館延べ利用者数
	人
	96,723
	97,998


＜評価と課題・改善＞

壬生中央公民館（城址公園ホール）の舞台照明機構設備は、平成２６年度からの３期にわたり改修工事を実施しました。平成３０・令和元年度の第３期目の舞台照明機構設備改修工事により、大ホールの改修は終了しました。
中央公民館では、令和元年３月に施設の長寿命化計画を策定いたしました。建築後３４年を経過する施設なので、今後の施設の改修を計画的に実施していくための指針として作成いたしました。

＜今後の方向性＞

壬生中央公民館では、平成２６年度から令和元年度にかけて３期にわたる工事で、大ホール関係の工事は一通り終了いたしました。しかし、中ホールの舞台照明機構設備・音響設備や三館施設（公民館・資料館・図書館）の改修につきましても、利用環境の向上を目指して、計画的な更新・改修を行い、利用者が安全で快適に利用できるよう利便性の向上を図ります。

稲葉及び南犬飼地区公民館・分館につきましても、施設の老朽化は進んでいます。長寿命化計画の策定を行い、施設の計画的な改修を図るとともに、利用環境の向上を目指して、適時に修繕・改修等を行い、町民が安全で快適に利用できるよう利便性の向上を図ります。

◇図書館改修等工事(1,285,200円)
＜事業概要及び実施状況＞

図書館は不特定多数の利用者が訪れる施設であり、高齢者や子どもが利用しやすい施設として利便性を高めるため、１階・２階の男子トイレの便器を洋式化しました。

＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	入館者数
	図書館延べ入館者数
	人
	87,040
	79,663


＜評価と課題・改善＞

施設の老朽化に伴う改修工事の実施により、利用者の利便性の向上や快適性の向上を図っております。

改修工事の実施に際しては、一時的ではありますが、施設の利用を制限し、利用者　　　　にご不便をおかけすることが課題です。
＜今後の方向性＞
今後も修繕、改修工事が必要になっていますが、優先順位を付け、計画的な整備に努め、利用制限の期間をできるだけ短期間で実施するよう努めていきます。
◇ふれあい広場改修等工事(718,300円)
＜事業概要及び実施状況＞

高圧受変電設備の改修を予定していましたが、内容を確認したところ、変圧器の交換を優先して行うこととなり、実施しました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	利用者数
	ふれあい広場延べ利用者数
	人
	9,010
	8,473


＜評価と課題・改善＞

施設の老朽化等に伴う改修工事の実施により、利用者の利便性の向上や快適性の向上を図っております。

改修工事の実施に際しては、一時的ではありますが、施設の利用を制限し、利用者にご不便をおかけすることが課題です。

＜今後の方向性＞
施設が老朽化しているため、今後も修繕、改修工事が必要になっていますが、優先順位を付け、計画的な整備に努め、利用制限の期間をできるだけ短期間で実施するよう努めていきます

◇生涯学習館改修等工事（7,081,440円）

＜事業概要及び実施状況＞

生涯学習館は、建築以来２５年を経過し、経年劣化による設備等の改修工事が必要となっています。改修計画を作って予算化を図り、改修工事を実施しています。令和元年度は、以下の改修工事を実施しました。
＊　会議室空調機改修工事
＊　貯水槽給水ポンプユニット改修工事
＊　講堂空調機更新工事
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	生涯学習館利用者数
	延べ利用者数
	人
	7,934
	7,089



＜評価と課題・改善＞

生涯学習館の空調機改修工事は、ロビー、事務室、会議室、講堂が終了し、研修室、日本間、調理室については、利用者の学習環境の充実のために計画的な改修を行ってまいります。

（２）文化芸術の振興

多様な文化芸術に触れる機会と実演する楽しさを融合し、豊かな感性と文化芸術が薫　　るまちづくりを図ります。
①文化祭等の芸術文化推進事業　

◇音楽鑑賞会等公演事業（9,807,948円）
＜事業概要及び実施状況＞

「音楽鑑賞会等公演事業」は、平成２７年度まで壬生町施設振興公社で行っておりましたが、平成２８年度から町で引き継いで実施いたしております。平成２９年度からは、「壬生町音楽鑑賞会等公演事業審議会」を設置いたしまして、公演事業の選定を諮り実施しております。

令和元年度は「米村でんじろう　サイエンスショー（9/15）」「夕顔寄席～柳亭市馬・立川志らく・柳家喬太郎三人会（10/20）」「尾崎亜美＆沢田知可子　コンサート（1/19）」の３公演を実施いたしました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	入場券購入者数
	購入者数（3公演）
	人
	1,677
	2,472

	入場券購入率
	購入者数／入場券総数（3公演）
	％
	55.8
	82.8


＜評価と課題・改善＞

音楽鑑賞会等公演事業は、演奏者等の内容により入場者数に大きく影響が出てくるため、町民の興味のあるものを選定する必要があります。「壬生町音楽鑑賞会等公演事業審議会」を活用して、音楽の専門家をはじめ幅広い立場からの選定に努めます。ＰＲについても、広報みぶはもちろん、新聞への掲載、ポスター掲示やチラシの配布とともにホームページなどを活用して広く周知を図っていきます。
＜今後の方向性＞

引き続き「壬生町音楽鑑賞会等公演事業審議会」により、公演事業を選定し実施してまいります。音楽だけに偏らないで、幅広い内容からの公演開催を図ります。

◇文化祭開催事業

＜事業概要及び実施状況＞

文化祭は、壬生町文化協会が主体となり、町教育委員会との共催で、文化協会の各部門ごとに様々な作品の展示・ステージ発表等を開催しております。

令和元年度の第４１回文化祭は、文化協会の各部門ごとに、９月８日から１１月１７日の間の土・日曜日を中心に開催いたしました。

＜評価と課題・改善＞

文化祭は、土・日曜日での開催のため、期間が長く、来客者がそれぞれにおいて少ない状況のため、期日等を検討し、集客を図っていきます。
＜今後の方向性＞

文化祭は、各部員の１年間の発表の場として行われているので、活動の成果を、会員はもとより、町民の皆さんに見て・参加していただき、文化の振興に寄与してまいります。
	＜評価委員の意見＞

◎図書館指定管理運営事業
・開館時間の延長など、利用しやすくなりサービスの向上が図られている。
・本の見た目の良さも借りる上で重要であり、傷みがある本もあるので改善を望む。
・施設管理だけではなく、指定管理者に５年ごとの契約更新時等に、５年後に目指す姿など、町の意向もしっかり伝えて、事業に反映してもらうことも重要と思われる。

・書庫の電子書籍化の検討など、大学の図書館などではすでに対応しているところもあり、ネット環境に応じて発展させていくことも必要である。電子書籍化によって、どのような人が借りているかなど、ニーズも把握できる。
◎まちかど文庫管理運営事業
・スマホやゲームなどから読書に目を向けさせることが必要であり、いかに子供の読書離れを防止するかは、小さい頃からの読書習慣が重要である。

◎各種講座等開催事業
・夏休み期間中の化学実験や宇宙関係など科学系の講座を増やせば、子供向けの内容が充実すると思われる。藩校サミットもあるので、雄琴神社や壬生寺などテーマを絞った壬生の歴史を学ぶ講座もよいと思われる。
・外国人が増えている昨今、外国人向けの講座や外国文化にふれる講座などもあってもよい。

◎社会教育施設改修等事業
・子どもや高齢者のみではなく、障がい者への配慮も必要である。


２．誇れる歴史と伝統を受け継ぐまちづくり
 基本方針 

●文化財について、調査研究を行い、文化財の指定措置等を講ずることにより文化財の保護・整備に努めます。

●史跡の保護について、保存活用計画書を策定し、適正な保存管理に努めます。

●新たに郷土から輩出した人物や壬生の文化遺産の発見と振興に努めます。
（１）文化遺産の保護・活用

貴重な文化遺産を後世に良好な状態で引き継ぐため、文化財の調査・研究及び保護活動を積極的に取り組みます。

　　また、町内に残る歴史遺産を活用した文化財めぐり等の実施や古墳などの史跡公園を目指した調査・整備活動を推進します。特に、国指定古墳の公有化を進めるとともに、文化財の保護に努めます。

① 壬生古墳発掘調査及び保存活用計画書策定事業

◇壬生古墳群調査整備委員会の開催(103,220円)

　　　及び保存活用計画書作成事業(1,886,500円)

＜事業概要及び実施状況＞

保存活用計画書策定に伴う基礎資料を得るための発掘調査を愛宕塚古墳において実施しました。特に、発掘調査では、複数体の盾持ち人埴輪を発見するとともに、史跡地が拡大することが確認されました。なお調査は、壬生古墳群調査整備委員会の指導のもと実施し、平成３０年度をもって愛宕塚古墳の調査を完了しました。
　　　　壬生町にある国指定古墳数は５基であり、内２基が平成２９年度までに発掘調査が
終了しており、愛宕塚古墳を加えると３基が調査終了となります。
＜事業実績＞
　壬生町の国指定古墳は５基であり、そのうちの３基（車塚古墳、牛塚古墳、愛宕塚
古墳）が調査終了しました。
＜評価と課題・改善＞

車塚古墳、牛塚古墳、愛宕塚古墳については、同地域に所在するためまとめての計画書作成を始めましたが、３古墳とも残存状況の差や立地条件の違いにより保存活用計画書策定に多くの時間を要する結果となっています。
＜今後の方向性＞

調査整備委員会の指導のもと、令和２年度までに車塚古墳、牛塚古墳、愛宕塚古墳の保存活用計画書を策定します。

② 発掘調査参加大学との連携事業

◇本年度は愛宕塚古墳の調査終了を記念し「遺跡報告会」を実施しました。また夏休みの期間中、各古墳から出土した出土遺物を整理する合宿を行いました。
＜事業概要及び実施状況＞

「遺跡報告会」においては、約２００名の参加がありました。整理合宿においては、９日間の合宿に２大学２８名の大学生が参加しました。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	参加大学生数
	連携事業参加者数
	人
	36
	28


＜評価と課題・改善＞

東京学芸大学における学部の再編成のため考古学を専攻する学生が減少するなど、発掘調査を将来の職業に選択する学生が減少しているのが全国的な傾向です。
＜今後の方向性＞

今後調査を計画している茶臼山古墳等の発掘調査においては、東京学芸大学の他考古学を学ぶ他の大学生の参加を募ることも必要と考えます。また大学との連携事業においても新しい取り組みを導入することも必要と考えます。

③ みぶ古墳群解説ボランティア育成事業

◇古墳スクールの開講及び古墳解説の実施
＜事業概要及び実施状況＞

外部講師を招いての古墳スクールを開催し、会員の古墳に対する知識の向上を図りました。管内８小学校、３３２名の児童に対し、壬生の古墳を解説。昨年度に続き管内８小学校の見学が行われました。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	みぶ古墳群解説ボランティアの会会員数
	ボランティア参加希望者数
	人
	40
	39


＜評価と課題・改善＞

昨年度から管内すべての小学校の６年生に対し、古墳の解説を行いました。また、同ボランティア団体は、町教育委員会主催の遺跡報告会等にも協力するなど、壬生の古墳全体に対する支援活動を実施中です。特に今年度は「感動」を合言葉に、古墳見学の小学生による車塚古墳を手をつないで取り囲むチャレンジ事業も取り入れました。
＜今後の方向性＞

会員の古墳に対するスキルアップとともに、小学生に対するより良い解説を目指し、研究を重ねていく必要があります。また、今後は、一般の方へも解説を広げていくことが、同会の飛躍につながっていくと考えます。

パネルなどの解説用教材の充実を図ることも必要です。

④ 文化財保存・活用事業

◇文化財保存管理事業(3,672,420円)
＜事業概要及び実施状況＞
町内にある国史跡４か所、県史跡１か所の除草を行い、史跡地の維持・管理に努めています。
◇埋蔵文化財発掘調査事業
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	発掘届受理件数
	遺跡の保護の把握
	件
	71
	49


＜事業概要及び実施状況＞

民間開発に伴い、提出された４９件の発掘届出に基づき、３３件の立会調査、２件の試掘調査、１件の発掘調査を行いました。特に、発掘調査は六美北部地区区画整理事業に伴う発掘調査及び赤土採取工事に伴うもので、安塚「鍋小路遺跡」、上田「上田宿遺跡」、下坪古墳群等です。
＜評価と課題・改善＞

開発に伴う発掘届出の事務については、遺跡の周知が徹底されてきたため、以前に見られたような無届の開発行為は減少してきました。本年度は昨年度に比べ届出件数は減少していますが、減少分のほとんどは個人住宅建設に伴う届出です。
＜今後の方向性＞

発掘届出に関する事務は従来どおりで行うことにより、遺跡の保護が図られると考えます。しかし、今後緊急発掘調査の増加や広範囲にわたる発掘調査に対応するため、光波測量機材を含む発掘調査機材の導入を図っていく必要があると考えています。
（２）地域伝統・歴史の再興・継承
地域に伝わる文化遺産の調査・研究を行い、特に、郷土芸能などは、良好な状態で、後世に引き継げるよう、伝統の継承に努めます。

① 保存会伝承に伴う補助事業(1,222,000円)　

◇文化財保護管理事業・町指定無形民俗文化財道具等修繕事業補助金（222,000円）

◇文化財活動支援事業・藤井干瓢音頭発表会補助(1,000,000円)
＜事業概要及び実施内容＞

町指定無形民俗文化財保存会１３団体の道具等への修繕補助事業を行い、貴重な文化遺産である郷土芸能の伝承に努めました。

町指定文化財「干瓢音頭」の伝承と後継者育成のために文化財の公開事業を行い、昔から行われていた藤井小学校校庭を会場に踊り手・観客約３５０名を集め、無形文化財の普及啓蒙に努めました。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	保存会数・15団体
	補助金活用団体
	団体
	3
	3


＜評価と課題・改善＞

無形民俗文化財の伝承には、道具等の修繕及び更新が欠かせないものとなっています。よって、平成３０年度からは栃木県の補助制度を活用し、各保存会の道具等の修繕事業を実施していきます。令和元年度は福和田・下馬木五段囃子と干瓢音頭保存会が活用。

② 無形民俗文化財公開事業

◇みぶ郷土芸能フェスタの開催

＜事業概要及び実施内容＞

会場をみぶハイウェーパークにかえ、「みぶ郷土芸能フェスタ」と名称を変更し、民俗芸能の公開事業を行いました。４年目を迎え、開催日が一日となり、来場者数は減少したが、多くの来場者に壬生の郷土芸能を披露することができ、本事業も定着してきた感があります。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	来場者数
	囃子聴講者数
	人
	15,213
	15,750


＜評価と課題・改善＞

民俗芸能の演奏のみで来場者数を増やすことには限界があります。しかし、ハイウェーパークという不特定多数の来場者を迎える施設においては、多くの方の耳に壬生のお囃子の調べが聞こえたと思います。今後の新しい民俗芸能の公開の仕方であると考えます。

＜今後の方向性＞

みぶ郷土芸能フェスタを定期的に行うことにより、各保存会の披露の場が増えるとともに、後継者の育成にもつながると考えます。今後は、他の市町の保存会にも出演していただき、公開事業の活性化を図っていきたいと考えております。
（３）地域の歴史の再発見・発信
地域の歴史について調査・研究を行い、その結果を企画展や講座などで発表し、住民　　が地域に愛着と誇りを持てるように啓発に努めます。

1 企画展開催事業(1,997,900円)
＜事業概要及び実施状況＞

「郷土の偉人顕彰作業」を掲げ、「人となりとその業績」を題材とした企画展等の開催を通して、郷土文化の再認識と意識の高揚を図っています。なお、令和元年度は第１８回全国藩校サミットのプレイベント実施のため、企画展は未実施となります。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	企画展入館者
	延べ入館者数
	人
	1022
	未実施

	企画展講演会（ギャラリートーク）
	聴講者
	人
	150
	　 未実施


＜評価と課題・改善＞

1 第18回全国藩校サミット壬生大会のプレイベントとして壬生町民1,000人の論語の大朗誦を実施（11/24）しました。３歳から９３歳までの８１８人が拍子木の合図に合わせて壬生論語古義抄の１８章句を暗唱し、「同時に孔子の言葉を暗唱した最多人数」７４８人で世界記録を樹立しました。

2 壬生論語古義塾育成事業 →壬生ロータリクラブの協賛により湯島聖堂公認『第３回壬生論語検定』を実施し４７８名の児童・生徒が受験し全員合格しました。

なお、試験官は、湯島聖堂から公認を受けた１２名の壬生論語塾生が勤めまし
た。
＜今後の方向性＞

「郷土の偉人顕彰作業」、「壬生論語検定」を継続的に行い、全国に“論語の街・壬生”を発信し、２０２１年には「第１８回全国藩校サミット・壬生大会」を開催します。
	＜評価委員の意見＞

◎保存会伝承に伴う補助事業
・道具等修繕事業補助金の220,000円は少ないと思われ、もっと増額した方がよいと思われる。また、子どもたちの育成の観点から、団体補助のみではなく、個人で購入するお囃子の横笛などの購入費用を個人単位で補助するような育成の仕方も必要と思われる。



３．未来を担う子どもたちが健やかに育つまちづくり
 基本方針 
●子どもたちが元気に過ごせる特色ある学校づくりを進めます。

●教育環境及び教育内容の充実や、学校、家庭、地域の連携強化を図ります。

●学校施設の適正な整備や維持管理を図ります。

●夢と志のある人づくりを推進します。
（１）教育内容の充実

教職員がお互いに高め合うための研修の場の設定、多様な教育活動を可能にするための人員の配置、就学指導を含めた相談体制の充実、子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境の整備を図ります。

➀ 学力向上支援事業

◇小・中学校学力向上支援事業(81,355,694円)

＜事業概要及び実施状況＞

壬生町立小・中学校に学校教育支援員（学力向上支援員・学校生活支援員）や教員助手、複式学級解消支援員を配置し、少人数指導やＴ・Ｔ（チーム・ティーチング）による、きめ細やかな学習支援、多様化する学習内容等への対応を充実させるとともに、児童生徒に確かな学力を身につけさせ、学力向上を図っています。また、障がい等の理由から個別対応が必要な児童について支援員を配置しています。
＜事業実績＞

	指標名
	単位
	実績値

	
	
	平成30年度
	令和元年度

	学校教育支援員等の人数
	人
	42
	45


＜評価と課題・改善＞

本事業は、学力向上支援員を配置することで、学習面・生活面において、支援を要する子どもたちへ、よりきめ細やかな指導を実現するとともに、一人一人の学習指導における基礎基本の、確実な学習を図ることができます。個別の支援を実施することで、効果的な学習指導を実施することができました。
学力向上支援員等を配置したことによる効果の検証が困難であります。
教育現場における人的配置は、教員の負担軽減と児童生徒の理解度の向上に効果があり、より手厚い人的配置を目指して引き続き事業を継続していきます。
＜今後の方向性＞

多様な教育的ニーズに対応できるよう、退職教職員OBを活用したり、多方面との連携を図りながら、優秀な人材を集め、より良い人材発掘に努めていきます。
② 情報教育推進事業

◇小・中学校情報教育推進事業(42,416,690円)

　　＜事業概要及び実施状況＞

情報教育に対応した学校教育を実現するための情報通信ネットワークを整備し、効率的・効果的に利用できる環境整備を図るためパソコン等の更新などをリース契約により実施しています。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	更新整備台数
	更新台数
	台
	297
	261

	全校の保有台数
	保有台数
	台
	820
	862


＜評価と課題・改善＞

令和元年度は壬生小、稲葉小、壬生北小の校務用のＰＣ及び壬生中学校、南犬飼中学校の更新を実施するなど、年次計画により毎年２～３校ずつ更新してまいりましたが、国の提唱するGIGAスクール構想に基づき、来る５Ｇ社会に対応するべくこれまでのＰＣ教室を使用しての授業から、１人１台のタブレット端末を利用した授業環境への切り替えを推進致します。
＜今後の方向性＞
　　　　GIGAスクール構想の実現に向けて、令和２年度中に児童生徒への１人１台のタブレット端末と、高速大容量の通信ネットワークの整備を完了する予定です。また、先生方に対しましては、教師用の特性を有するタブレットを配備致します。ＩＣＴの活用により学習活動の一層の充実や主体的・対話的で深い学びの視点からの授業を可能とする環境を整備します。

③ 社会体験活動推進事業

　　　◇マイ・チャレンジ推進事業(704,361円)

＜事業概要及び実施状況＞

地域における人との関わりを主とした社会体験活動を通して、共に生きる心や感謝の心を育むため、中学校２年生を対象に実施しています。生徒一人一人に、興味・関心の高い社会体験活動を選択させ、勤労の尊さを感じ取らせます。社会体験活動を通して地域を愛し、地域から愛される人間を育成します。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	社会体験事業所数
	事業所数
	社
	105
	109


＜評価と課題・改善＞

直接的な社会体験を通じて、自己の生き方、勤労の尊さを感じとらせることができました。また、様々な職業に対する考え方や学習の必要性を理解するなど、生徒の意識が高められました。事業所の選定については、できるだけ生徒の希望を反映できるようにしています。
＜今後の方向性＞

職場体験学習は、生徒の成長段階に応じた勤労観や職業観の育成、自己有用感の醸成などに役立つので今後も実施していきます。
④ 夢と志のある人づくり推進事業

　　　◇教育支援事業 (233,325円)

＜事業概要及び実施状況＞

障がいがあるため、小・中学校の通常の学級では十分な教育効果を期待することが難しい児童・生徒に対して、どのように対応するか様々な情報を提供しながら保護者とともに考えます。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	教育支援委員会で審議した

児童・生徒
（　）内は入級・入学者数
	知的障がい特別支援学級入級適
	人
	41

（29）　　
	34

（21）　　

	
	自閉症・情緒障がい特別支援学級入級適
	人
	23

（17）　　
	14

（14）　　


＜評価と課題・改善＞

専門家（臨床心理士や医師）を交えた教育支援委員会で審議をし、児童生徒にとって適切と思われる学級への入級への指導を行っております。支援委員会の答申どおりに入級した児童生徒は平成２９年度は６８％に比較し、平成３０年度は７２％、令和元年度には７３％となっており、保護者の特別支援学級に対する理解がより深まっているものと思われます。

＜今後の方向性＞

引き続き保育園や幼稚園への訪問など就学前機関との連携を深め、子どもの状況を早めに把握し適正な就学が図れるよう努めていきます。また、特別支援学級についても保護者の理解を得られるよう啓発していきます。

◇教育相談員配置事業(9,733,566円)

　　＜事業概要及び実施状況＞

不登校などの問題を抱えている児童・生徒の保護者や学校などからの教育相談・適応相談に対応するため、教育相談員４名を配置し必要な助言や指導を行っています。また、適応指導教室ひばりは不登校児童・生徒の貴重な学力保証の場にもなっています。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	相談件数
	電話・来所件数
	件
	681
	716

	復帰者及び高校進学者
	復帰者及び高校進学者
	人
	7
	13


＜評価と課題・改善＞

不登校児童生徒の保護者や本人と面談を行い、学校復帰、高校等への進学の支援を行っています。適応指導教室「ひばり」では各教科の個別学習やグループ学習、調理実習などの体験学習、各種スポーツなど学校復帰に向け一人ひとりの実態にあった指導を行っています。また、不登校の児童生徒の自宅に相談員が訪問し相談を実施するゆうがおスタディアットホーム事業も平成３０年度から実施しています。
＜今後の方向性＞

不登校児童生徒は自信を失っていることが多いことから、保護者に対し子供に自信を取り戻させる方法などをアドバイスしていき、また家庭教育支援員による家庭訪問等を実施し、早期の学校復帰を促していきます。

（２）教育環境の充実

　① 学校施設改修事業

　　　◇小・中学校施設修繕及び改修事業(144,446,111円)

　　
＜事業概要及び実施状況＞

安全で快適な学習環境の整備を図るため、学校施設の修繕・改修工事を行います。また、学校施設は災害時において地域住民等の避難場所の役割も果たすことから、平成２６年度までに全ての学校で耐震補強工事を終了しております。その後は学校体育館の天井照明等の非構造部材の耐震補強工事を主に実施しており、令和２年度に全て完了となります。さらに近年の猛暑に対応するため、令和元年度には町内全小中学校の理科教室をはじめとした特別教室への空調機設置を実施致しました。また、壬生小学校及び壬生中学校において和式トイレを洋式化する工事を実施致しました。
＜事業実績＞
　町内全小中学校の特別教室、合計５３室に空調機を設置致しました。
　壬生小学校・壬生中学校の和式トイレ、合計１０１基を洋式トイレに整備しました。
＜評価と課題・改善＞

令和元年度は小・中学校の修繕及び改修工事について、小学校は計４７件、中学校は計２１件実施しました。

空調・トイレ以外の主な工事として、壬生東小学校の北校舎避難階段改修工事や、安塚小学校の体育館非構造部材の耐震補強工事を行いました。

当町の学校施設は、建築から３０年以上が経過しており、老朽化が進んでいるため継続的な修繕・改修が必要となっており、それにかかる費用も増大していることが課題となっております。
＜今後の方向性＞

令和２年度中に公立学校施設長寿命化計画を策定することとなりますので、今後は計画に基づいた各施設の改修工事等を実施していくことで、引き続き児童・生徒の安全安心な学習環境及び快適な学校施設の整備等に努めてまいります。

② 学校給食及び食育充実事業　

◇学校給食地産地消推進事業(29,600円)

＜事業概要及び実施状況＞

学校給食において、地元で取れた農産物を積極的に取り入れ、食べることを通じて、郷土に対する愛着や食に対する感謝の気持ちを育む情操教育を推進します。

食生活の改善により、子どもたちの心身の健全な発達や生活習慣病予防につなげるために、生きる力を育むための基本的生活習慣を身につけ、家族と連携し、家族で食べることや朝食を必ずとることの大切さを教えます。

各小学校において、１年生の保護者を対象にした食育に関する講話と、給食試食会を実施しています。学校保健給食委員会を通して、朝食の大切さや、簡単にできる朝ごはんの紹介等を実施しました。また、栄養教諭や学校栄養職員により、朝食の重要性や、手軽にできる朝食メニュー等の講話を、保護者や６年生を対象に行いました。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	地場産物地産地消率
	食材に占める割合
	％
	38.9
	41.5


＜評価と課題・改善＞

食育の推進を図るため、さまざまな機会に食育を取り入れ、児童生徒の食に関する関心を高め、給食だよりや食育だより等の家庭用配布リーフレット等を通して、保護者への啓発を図っています。また、ＪＡ・農政課・学校の三者で連携を図り、学校給食への地場産物の納入促進や、生産者の顔が見える食材の提供に努めています。
＜今後の方向性＞

今後も、引き続き安全安心な給食を提供するとともに、子どもたちが食への関心を高めるため、季節の行事食に地産地消を取り入れ推進していくことで、望ましい食生活の在り方を図っていきます。
③ 学校給食委託事業
◇小中学校給食委託事業　(111,108,000円)

＜事業概要及び実施状況＞

学校給食業務委託については、平成２０年度に壬生中学校、平成２２年度に南犬飼中学校、平成２４年度に壬生小学校、平成２６年度からは藤井小学校・稲葉小学校・羽生田小学校の３校を合わせて委託。（同３校については、平成２９年度から調理・配送業務委託により、稲葉小学校給食共同調理場で給食を作り、藤井小・羽生田小へは、配送で給食を提供している）平成２８年度には壬生北小学校、平成３０年度からは睦小学校、平成３１年度からは壬生東小学校を民間業務委託へ移行しました。現在、直営校は安塚小学校のみとなっております。

＜事業実績＞

	指標名
	単位
	実績値（累計）

	
	
	平成30年度
	令和元年度

	学校給食業務委託校
	校
	８　
	８　　　


＜評価と課題・改善＞

学校給食業務については、平成２４年度から長期継続契約による業務委託をすることができ、事務経費の節減ができました。また、調理員の急病等の突発的な事象にも迅速な対応がなされ、安全で安心な学校給食を効果的・効率的に提供することができました。
給食施設の老朽化にともない、調理用備品についても購入してから古い物は３０年を経過しており、器具が使用できなくなった場合の備品の購入や施設の改修について、検討することが必要となってきています。
＜今後の方向性＞

今後も安全管理、危機管理体制の更なる構築を目的に、学校給食調理員の退職に伴い、委託計画による効率的な民間業者委託への移行を図りながら、安全で安心な給食の充実に努めていきます。

器具等の更新についても、計画的な備品の入替を図っていきます。

④ 学校規模適正化検討事業

◇小規模特認校設置事業（141,552円）

＜事業概要及び実施状況＞

　　　　児童数が減少し存続が不安視されている小規模・過小規模校のあり方について、平成２９年度及び平成３０年度に学校規模適正化審議会において審議検討し提出した答申に基づいて、令和元年度より羽生田小学校において小規模特認校を開設致しました。これにより保護者が希望すれば、通学区域以外の地域から羽生田小学校に就学することが可能となることから、将来に向けて児童数の維持・増加を図るものです。
＜事業実績＞

　　　　令和元年度は通学区域外から３名の児童の入学・転学がありました。
＜評価と課題・改善＞

　　　　小規模特認校開設初年度にもかかわらず、昨年度に３名の児童が通学区域外から入・転学したことは大きな成果であり、小規模校の良さをＰＲできた結果であると考えられますので、引き続き幼稚園や保育園などの就学前機関をはじめ各所に積極的なＰＲを行い、さらなる児童数の増加につなげていければと考えております。
＜今後の方向性＞
　　　　通学区域外児童の保護者が児童を迎えに来るまでの放課後の居場所を確保するため、児童クラブ等の充実を図りながら、多くの児童に通学してもらえるよう現在の少人数を生かした魅力あふれる教育活動のさらなる周知を図っていきます。
⑤ 小中学校学校事務共同実施状況
　　 ◇校務支援システム導入事業（5,844,852円）
＜事業概要及び実施状況＞
　　　 昨今教師の長時間労働が問題として認識されており、これに対処すべく児童生徒の情報を一元化し、通知表や指導要録及び膨大な調査票等の作成を効率的に進めるための校務支援システムを導入し、先生方の負担軽減を図り働き方改革につなげようとするものです。
＜事業実績＞

　　　 令和元年９月に町内全小中学校に校務支援システムの導入を実施することが出来ました。
＜評価と課題・改善＞

　　　 昨年度は導入初年度であり、ＰＣの操作が苦手な先生もいることから、約半年の利用で全ての先生方の事務負担の軽減につなげられたのかは不確かな部分もあるものと思われます。また児童生徒の個人情報を取り扱うため、情報モラルの向上を図る教育を充実させる必要性もあります。
＜今後の方向性＞
　　　 ＰＣの操作について、得手不得手の差はあるかと思われますが、他市町の事例からみても校務の負担が軽減されており、今後操作や情報モラルについての研修を重ねていくことで、すべての先生方が操作に精通でき事務に費やす時間が削減されることで、教師本来の業務である児童生徒達に対応する時間が増加するように図っていきます。
	＜評価委員の意見＞
◎学力向上支援事業
・評価と課題・改善において、「教員の負担軽減」と記載してあるが、当事業の目的が誤解されないように表現を改めた方がよいと思われる。(担当一人で児童や生徒に対応するものを、人的配置を手厚くしてよりきめ細かな対応をする)
・支援員について、学校の授業等にも地域の人も入れてみてはどうだろうか。
・学校教育支援員の積極的な人員確保を行ってもらいたい。
・英語や理科などは専科教員の採用が必要である。
◎情報教育推進事業
・子どもたちだけではなく、教える側として教員にも1人１台のタブレット配布が必要と思われるがどのようになっているのか。(教師用の特性を有するタブレットを配備予定)
・ＧＩＧＡスクール実施に当たっては、教員の先進地視察などが必要であると考える。
◎社会体験活動推進事業
・「マイ・チャレンジ推進事業」での勤労観の育成は、労働と対価の関係性を経験させることも重要と思われる。ただ職業を体験させるということだけではなく、より専門的な業務ではより相応の対価があることなどを理解させることも必要である。
・「マイ・チャレンジ推進事業」について、勤労観や職業観の育成などの目的のほかにも、学校で勉強したことは働くうえでも役に立つということや、町の魅力発見の側面などからもアプローチしてもよいと思われる。
◎夢と志のある人づくり推進事業
・「教育相談員配置事業」の今後の方向性において、「不登校児童生徒は自信を失っていることが多い」と記載があるが、必ずしも自信がない児童・生徒だけではないので、医療的な側面でも支えることが必要である。
◎学校給食及び食育充実事業
・これまでは、地産地消や食物アレルギーが主なテーマであり、そもそもの食育の始まりは、健康に生きるために安全なものを選択していくことであった。子どもたちの安全を担保していく視点も必要である。
・地産食材を利用した食育をテーマとして進めていく上では、農政課やＪＡサイドとの連携だけではなく、地域の生産者との連携などバランスの取れた調整も必要と思われる。
◎学校規模適正化検討事業
・「小規模特認校設置事業」は、小学校のみの対応ではなく、中学校への進学も見据えてスムーズに引き継ぎができることが、必要であると思われる。



４．明るく元気な生涯スポーツのまちづくり
 基本方針 
●住民のスポーツ活動の拠点となる施設の整備や充実を図ります。

●地域住民が主体的に運営する総合型地域スポーツクラブを育成・支援します。

（１）生涯スポーツの充実

　　スポーツは単に競技を行う人だけに関わるものではなく、近年は、スポーツを通じた健康の保持・増進や地域社会の再生など、すべての地域住民への関わりを求められようになってきました。

　　生涯スポーツとは、その生涯を通じて、健康の保持・増進やレクリエーションを目的に「だれもが、いつでも、どこでも気軽に参加できる」スポーツのことで、都市化・少子化などによって外遊びの機会が減少し、体力が低下している乳幼児・児童から、高齢化社会における生きがいを求める高齢者まで、幅広い年代層を対象とし、障がい者スポーツもこの範疇に含まれています。この生涯スポーツの推進を図るため、講習会や研修の開催・参加により、スポーツ推進委員などの人材の育成・確保を維持するとともに、総合型地域スポーツクラブの運営支援を継続して行います。

　また、町のスポーツ拠点となる町運動場の施設整備や、地域の特色を生かした身近なスポーツ設備の整備、町全体でバランスを考慮した施設の配置など、町民の誰もが利用しやすい環境を確保することにより、効果的かつ適正な施設の管理・運営を推進します。

① 総合型地域スポーツクラブ支援事業(4,140,000円)
＜事業概要及び実施状況＞
総合型地域スポーツクラブとして、平成２３年２月に設立した「ゆうがおスポーツクラブ」は、「みんなで、汗を、ふれあいを！」を基本理念に、気軽にスポーツを楽しめる場を創り、健康で明るい活力あるまちづくりを目指し、スポーツを体験・修得できる、各種教室やイベント等を開催しています。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	会員数
	登録者数
	人
	697
	657

	教室・イベント数
	教室・イベント数
	個
	23
	23

	教室・イベント参加者数
	参加者数
	人
	5,480
	4,705


＜評価と課題・改善＞

スポーツには、競技的な側面だけでなく、体力の向上や健康増進、ひいては青少年の健全育成や地域住民の交流などを深める効果があるとされています。

ゆうがおスポーツクラブでは、子どもから高齢者までが参加できる各種教室及びイベント等を開催しており、世代を超えた交流が図られ、日常的に身体を動かす機会の増加により、子どもの体力向上や高齢者の健康保持増進に大きな役割を果たしています。

会員数は年ごとに、微増・微減となっておりますが、より魅力的な各種教室事業やイベントの実施などにより、会員数の増加も含め、教室・イベント事業への参加者数をより増加させていく必要があります。

なお、平成２９年度においては、会費の見直しを行い、これまで年間一律であった年会費に加入月に応じた月割制度を設け、いつでも加入しやすい会費制度に改めました。
また、平成３０年度からは、町体育館にボルダリング施設を設置したことに伴い、新たにボルダリング教室を開始いたしました。
＜今後の方向性＞

町民の健康増進を図るとともに、教室事業や各種イベントの充実化を図るなど、運営方法を見直しながら会員数の増加を目指します。

多種多様なスポーツの機会を広く町民の方に提供するだけでなく、幅広いニーズに応えるため、より良い指導者を招くなど、教室事業の質を高めるよう取り組みます。

また、会員数や参加者の増加を図るため、利用者のニーズを把握するようクラブに対して指導・助言を行っていきます。

なお、２０２０東京オリンピックの正式競技となり、２０２２年開催の栃木国体において壬生町が競技会場地となっているスポーツクライミングは、今後、若い世代を中心に競技人口の拡大が見込まれます。平成２９年度においては、壬生町総合運動場体育館をはじめとする町内１３箇所に計１４基のスポーツクライミング施設（ボルダリング）が整備されましたので、追加スポーツ種目として、平成３０年度に教室事業に組み入れており、今後も同事業の継続を図ってまいりたいと考えます。

また、今後は、会費収入や教室の参加料以外にも、一般の人向けの講座やイベント実施による収入、自治体や他団体からの委託事業収入なども併せて検討していく必要があると考えており、引き続き、会員の増加、協賛金の募集など可能な限りの自主財源の確保については、継続してさらなる努力を図るよう指導・助言などを行って参りたいと思います。
② 運動場管理事業（29,726,119円）

＜事業概要及び実施状況＞

運動場改修等工事によりＡグラウンド電源設備修繕工事、南部運動場バックネット設置工事、南部運動場トイレ設置工事の３件を施工しました。
南部運動場トイレにつきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け部品調達が困難になったことから工期を延長せざるを得ず次年度に繰越しましたが、現在、工事も無事に完了し供用を開始しております。
また、運動場維持管理事業の修繕料により事務所内のエアコン修繕、南犬飼中学校グラウンドの夜間照明設備修繕の他、トレーニングルーム機器、体育館、武道館、車両関係等において軽微な各種修繕を実施しました。

更に、同一事業ではありませんが、学校体育施設改修等工事において、壬生中学校グラウンドに夜間照明設備を２基増設し、また、総合運動場駐車場整備事業において体育館南側に隣接する土地を購入し駐車場整備工事を実施しました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	利用者数
	運動場(北部･南部含む)
	人
	52,958
	44,938

	
	テニスコート
	人
	20,222
	22,852

	
	武道館・弓道場
	人
	13,138
	13,630

	
	体育館･ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾙｰﾑ
	人
	27,968
	29,625

	
	会議室・多目的室
	人
	1,887
	2,993

	
	ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ･ｼｬﾜｰﾙｰﾑ
	人
	10,994
	8,233

	
	合計
	人
	127,167
	122,271


＜評価と課題・改善＞

令和元年度の利用者数は４，８９６人減少しておりますが、運動場については新庁舎建設に伴いＣＤグラウンドの供用が１０月で終了したことによりナイターの利用が壬生中学校グラウンドに移行したこと、トレーニングルームについては新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けたことが原因と考えられます。
各施設とも経年劣化等による損傷等が多く見受けられ維持管理にかかる費用が増大していくことが課題となっておりますが、利用者の安全性、利便性などが損なわれることのないよう計画的に修繕工事等の実施ができるよう努めてまいります。
＜今後の方向性＞
今後も利用者の要望に耳を傾けながら安全性を確保するとともに、利便性・快適性に配慮し、利用向上を図って参ります。また、更なる利用者の増加に繋がるよう、様々な取組を図っていくだけではなく、新型コロナウイルス対策など衛生面にも配慮した運営を考えております。
③ ふれあいプール管理事業（49,061,453円）

＜事業概要及び実施状況＞

ふれあいプール改修等工事により経年劣化による損傷が著しかった箇所２件を施工しました。流水プールの中島に渡るためにプールの上に架かっている連絡橋の補修及び塗装工事、アドベンチャースライダー外面の塗装工事となります。
また、ふれあいプール維持管理事業の修繕料によりコインロッカーや自動券売機のプール開設前点検修繕を始めとし、各設備等の修繕を実施しました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	入場者数
	プール入場者数
	人
	49,555
	46,330


＜評価と課題＞

令和元年度においても昨年同様、海の日が絡んだ７月１３日から１５日の３連休にプレオープンした後に学校の夏休み期間に合わせる形で７月２０日から９月１日までの合計４７日間プールを開設しました。開設期間中はプールの管理運営業務、水循環機械設備の保守管理、場内の除草管理、各種スライダープールの安全点検等を委託し、また、各設備
の部品交換等の修繕、改修工事を実施したことにより、利用者の安全を確保し運営していくことができました。
元年度はオープン直後に低温等の天候不順の影響により、入場者数が伸び悩んでいましたが、開設期間中の真夏日が２０日、猛暑日が１８日と天候も回復し、３０年度と比較すると３，２２５人の減とはなりますが、ほぼ同程度の入場者数となりました。
＜今後の方向性＞

今後も利用者に人気のスライダープールを始めとした現有施設を活用しながら、開設期間中にイベントを開催する等、新たな企画を立て、更なる集客につなげたいと考えております。また、運営につきましては、県内でも真岡市にある一万人プールに次ぐ入場者を誇る魅力的な屋外レジャー施設であることから、既存施設の延命化を図りながら安全面を最優先にした施設の維持管理に努め、リピーターを確保できるような施設を目指して運営を継続したいと考えております。
（２）多様なスポーツの振興

　　住民がスポーツに取り組むきっかけとなるよう、スポーツ推進委員や体育協会等の協力のもと、ゆうがおマラソン大会等を開催します。

東京オリンピック・パラリンピックや栃木国体開催を見据え、体育協会等との連携を図り、競技スポーツにおける人材の発掘や選手の強化・育成等を図ります。

特に、スポーツクライミングについては、壬生町が２０２２年開催の栃木国体における競技会場地となっていることから、町の機運醸成を図るとともに、将来に向けて、児童・生徒等の育成を推進するとともに、関係競技団体等と連携を図りながら、町主催の大会やイベント等を実施してまいります。

また、令和元年度に設立された「いちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会」を中心に、栃木国体の壬生町競技会開催に向けて、開催ＰＲや運営準備を推進します。

➀ ゆうがおマラソン開催事業（6,794,072円【内スポーツ振興くじ助成金5,435,000円】）

＜事業概要及び実施状況＞

令和元年度の「第８回壬生町ゆうがおマラソン大会」は、ゲストランナーに「高橋尚子」さんをお迎えし、１０ｋｍコースを含めた１６種目で実施しました。

　※なお、令和元年度においては、同年の台風による道路の被害により、１０ｋｍコースが使用できなかったため、５ｋｍコースを周回するコースといたしました。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	大会申込者数
	エントリー数（幼児を除く）
	人
	2,496
	2,468

	町外の申込者数
	　　　　〃
	人
	1,613
	1,684


＜評価と課題＞

参加者の感想では、大会全体に対して好印象を持っていただいてる方が多く、中でも、ゲストランナーへの好印象が大きく、また、平坦でのどかな田園地帯を走るコース設定についても好感を持たれています。

大会申込者数は例年定員まで達することができており、大勢の参加者により非常に盛り上がる大会となっております。

大会を支えてくれるボランティア団体についても、壬生中学校・南犬飼中学校、壬生高等学校、獨協医科大学、獨協医科大学附属看護専門学校、白鷗大学、町内ボランティア団体などが数多く参加し、大会を支えてくれているとともに、大会を盛り上げてくれています。

また、カミナリ汁の無償提供や、「みぶブランド認定品」を参加賞にするなど特産品のＰＲや、おもちゃ博物館入館料割引の実施など、町の観光資源をＰＲすることにより、地域振興に寄与することも図っております。町外の参加者も多く、県外の方も参加していますので、町のＰＲにもかなりの貢献をしているものと考えております。

運営費については、参加費や協賛金、町の補助金に対する独立行政法人日本スポーツ振興センター（toto）の助成金（対象額の80％補助）を活用しており、収支の効率化が図られています。
＜今後の方向性＞

スポーツを通じた人と人の交流及び地域との交流を促進し、地域の一体感や活力を醸成するため、壬生町ならではの大会の雰囲気や町のＰＲ等、地域貢献に寄与することなどを継続していきます。
大会運営や参加者の確保については、ＰＲの方法も含め、よりいい事業となるように、大会内容についてあらためて精査していきます。

大会ポスターやパンフレット、町広報誌、町公式ウェブサイトなどの既存広報媒体のほか、観光部門との連携を強化し、効果的なＰＲを図ります。

また、ボランティアも大会参加の一つの形となりますので、今後、町民の方などにご協力いただくことなども検討し、マラソン大会を通した地域貢献の環境づくりを行い、地域全体としておもてなしをすることにより、町内・町外も含めて多様な交流を推進していくことも図ってまいります。
② 壬生町駅伝チーム育成支援事業　（732,417円）

＜事業概要及び実施状況＞

栃木県郡市町対抗駅伝競走大会には、壬生町としての単独チームは平成２２年度から参加しています。

本大会に向け、町の強化選手が監督を中心に強化練習会を町の陸上競技場などで行ないました。また、レース感覚を養うために他市町のマラソン大会にも出場し年間を通じて選手の強化を図っています。中学生の強化選手については、各中学校の陸上部と推薦された選手を指定しています。

また、平成２５年度から町内の各小学校から選手を募集し栃木県小学生駅伝競走大会にも出場しており、令和元年度は、壬生町として、３チームが出場しました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	郡市町対抗駅伝競走
大会順位
	チーム数・順位
	位
	30チーム中

29位
	30チーム中

30位

	県小学生駅伝競走大会順位
	チーム数・順位
	位
	54チーム中

39位

40位

50位
	52チーム中

14位

32位

47位


＜評価と課題・改善＞

令和元年度第６１回栃木県郡市町対抗駅伝競走大会では、参加３０チーム中３０位でした。

壬生町単独チームのため、選手層を厚くし、それを維持していくことは簡単にはいきませんが、中学校や体育協会だけではなく、企業等とも連携を図り、選手強化に努めていく必要があります。

また、町の広報紙やホームページ等で駅伝大会や練習会をＰＲし、町全体としての機運醸成を図るとともに、選手の発掘・育成をする必要があります。
＜今後の方向性＞
現在抱える問題として、高校生選手が少なく、また中学生選手で差がつけられてしまう傾向にあります。
そこで、栃木県小学生駅伝競走大会から栃木県郡市町駅伝競走大会への道筋を作るため、小学生の選手の発掘・育成を行うことによりチームの底上げを図り、壬生町駅伝チームの強化に繋がっていくことものと考えます。もちろん、勝つことにこだわり、競技力の強化だけを目的とするのではなく、走る楽しさを伝えていくことも、将来に渡って壬生町で活躍してもらえる選手の育成につながることにもなります。
その選手の中から、さらに中学校、高校、大学、一般まで続けていける競技力を身につけるための練習会を実施し、さらには、県競技連盟等が開催する競技会や記録会への参加も計画しており、より高いレベルのランナーと競うことで、個々のレベルアップを図ることとしております。

また、町内企業等に、有望選手の選出や採用等の協力を働きかけ、新たな人材の確保を図っていく必要もあります。

これらの過程の中で、駅伝チームの底上げ、ひいては将来のアスリート候補育成を目指します。
③ スポーツ振興助成事業（2,074,000円）

＜事業概要及び実施状況＞

スポーツ活動を振興し、町民の健康の増進などを図るとともに、壬生町のスポーツ振興に寄与している体育協会(各専門部）に補助金を交付し、各種競技スポーツ団体の大会開催や教室等の活動支援を行っています。

また、スポーツ全国大会等出場者(個人・団体)に激励金を交付し、その成果を称えるとともに、国体出場者について、町広報誌での掲載や体育協会において全国大会等の出場者を表彰するなど、広く町民にスポーツの意識の高揚を図り、本町のスポーツ振興に寄与することができました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	スポーツ団体の大会開催数
	体協専門部主催の大会
	回
	45
	47

	全国大会等出場者数
	激励金交付者数
	人
	143
	98


＜評価と課題・改善＞

町の体育協会の活動を支援し、町民スポーツ意識の高揚を図るとともに、競技スポーツの質の向上、スポーツ参加の促進、指導体制の確立を図るため補助金を交付することにより、各種競技団体及び町民が活動しやすい環境づくりを図ります。
＜今後の方向性＞
栃木国体が2022年に開催されますので、国体の機運醸成のため、体育協会との連携を更に強化し、競技スポーツの推進を図ります。

また、全国大会等の出場者への激励金については、日ごろの活動を称える意味も含めて、継続してまいります。
④ スポーツクライミング普及促進事業(1,334,928円)
＜事業概要及び実施状況＞

２０２０年東京オリンピックでの追加競技として決定され、また、２０２２年栃木国体において壬生町が競技会場地として内定したスポーツクライミングの普及促進を目指す事業です。特に「ボルダリング」を中心に入門教室などを実施し、スポーツクライミングの普及・推進を図るとともに、スポーツによる町民交流の活性化やスポーツ事業と健康事業との連携を通した町民等の健康増進などを図ります。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	ボルダリング施設普及状況
	登録者数
	人
	1,153
	1,852

	ボルダリング施設活用状況
	利用者数
	人
	5,804
	4,298


＜評価と課題・改善＞

平成３０年度から、町体育館にボルダリング施設を設置したことに伴い、施設の利用を開始いたしました。

近年人気が上昇してきたスポーツであり、また２０２０東京オリンピックの正式競技となったこともあり、同競技の認知度・注目度が上がっていることから、初年度に１，１５３名もの登録があったことと考えております。
登録者数は、令和元年度においても前年度からかなりの増加がありました。

ただ、スポーツクライミングの人気や競技人数が増えてきたとはいえ、絶対競技者数が他の人気スポーツに比べてまだ少ないことから、教室等の講師の確保がむずかしい状況ではあります。また、スポーツクライミング競技会の開催についても検討しておりますが、運営の方法や参加人数が確保できるかが課題となっております。
＜今後の方向性＞

２０２０東京オリンピックの正式競技となり、２０２２年開催の栃木国体において壬生町が競技会場地となっているスポーツクライミングは、今後、若い世代を中心に競技人口の拡大が見込まれます。入門教室事業や大会等の事業を実施し、スポーツクライミングの実施できる環境を提供することにより、スポーツクライミングの普及・推進を図ります。
各学校等における利用については令和元年度に各小学校の先生方に向けた講習会を実施するなど、各学校における利用についても進めていければと考えております。

また、民間事業者に講師の確保・派遣も含めて、教室の運営を委託するなど、安定的な事業の実施につなげていけるよう、事業の実施方法・内容等について引き続き検討してまいります。ボルダリング大会の実施については、令和元年度においては、イベントを開催いたしましたが、県の山岳連盟や民間事業者等と連携し、検討してまいります。
	＜評価委員の意見＞
◎ゆうがおマラソン開催事業
・この事業は、例年、高橋尚子さんをゲストランナーに迎えて実施しており、ある意味、長年にわたって高橋さん自身の活動を支援していることにもなっていると思われるため、逆に高橋尚子さんにアンバサダー的な立場で壬生の情報発信などを支援してもらってもよいと思う。
・健康増進的な観点でも、生涯スポーツの推進としてよい事業であるが、さらに一歩進めて事業を展開していくことも検討いただきたい。



５．家庭と地域の絆を育むまちづくり
 基本方針 
●家庭教育を支援するあらゆる機会をとらえた「子育て・親育ち講座」の開催やスマートフォン等の携帯情報端末を介した有害情報から子どもたちを守る取り組みを行います。

●学校・家庭・地域が一体となって心温かな子どもを育むことを目指し、子どもを中心に幅広い年代層が触れ合える交流活動や体験活動、学習活動を推進します。

（１）家庭教育の推進

子育ては、親が親としての責務を十分に自覚し、優しさ、暖かさ、厳しさを持って子育てを担っていくことが必要です。

幼少期や思春期などの子どもの発達段階についての理解や親としての関わり方を学ぶため、様々な機会を活用した講座を開催し、家庭の教育力を向上させていきます。

① 子育て・親育ち講座開催事業(582,023円)
＜事業概要及び実施状況＞
家庭の教育力の低下や子育ての密室化等が指摘されている今日、保護者が子育て上必要な素養を学んだり、保護者どうしがゆるやかにつながりあったりすることを目的とした「子育て・親育ち講座」を開催しました。実施の方向性は、庁内関係部課局職員や地域住民等で構成する家庭教育支援実行委員会において協議し、講座の企画運営は、家庭教育支援チームが担いました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	小中学校子育て・親育ち講座の参加率
	対象保護者数に対する参加した保護者の割合
	％
	63.8
	78.9

	子育て・親育ち講座の開催数
	
	回
	41
	36


＜評価と課題・改善＞

仕事等を抱えて多忙な生活を送っている保護者に対しても学習機会が提供できるよう、保育園・幼稚園、小・中学校、各地域団体等と連携・協働し、様々な機会を利用して全講座を開催しました。講座アンケートを活用し、保護者のニーズに沿った講座の企画立案を特に重視しました。
就学時健康診断時を利用した講座を８講座開催し、３０４名の参加、小学校３年生の子をもつ保護者を対象とした講座を８講座開催し、３８５名の参加がありました。どちらの講座も対象保護者のほとんどが参加しています。

また、令和元年度は、こども未来課との協働による講座を６講座開催し、７６名の参加がありました。

未来の親となる中学生と高校生を対象とした講座「ふ.る.るのティーパーティー～和と洋のスイーツを楽しもう～」には、２３名の中学生・高校生の参加がありました。

今後も、母親、父親、中学生および青少年向けと多様な講座の開催を推進します。
＜今後の方向性＞
講話型とワークショップ型を併用しながら、保護者がその教育力を高めていけるような講座になるように、家庭教育支援チーム員とともに講座の内容を検討して参ります。また、新しい生活様式に対応した講座も検討して参ります。

（２）青少年教育の推進
青少年が健やかに育っていく過程では、社会性は人々との関わりの中から、意欲は物事に能動的・積極的に取り組む中から培われており、それらを育むためには、様々な体験活動を提供することが必要です。

そのため、各種団体の活動を支援し、青少年の体験学習や交流事業を推進していきます。
① 青少年活動推進事業(544,638円)

＜事業概要及び実施状況＞
青少年があいさつや人とのつながりの大切さ、薬物や有害サイトの危険から自身を守り、犯罪の未然防止と更生の援助を啓発する標語を町内の中学２年生から募集し、いろいろな場面での啓発に活用しました。

少年犯罪等を未然に防止するため、ＰＴＡや町内関係団体で構成する青少年健全育成実施委員会が街頭指導パトロール、有害図書等販売機撤去運動等を行っています。町内に設置されていた有害図書等販売機は平成３０年度中に全て撤去されました。

また、社会の構成員としての責任を自覚してもらうために二十歳の集い（成人式）
を開催しました。２０２２年４月１日から成人年齢が１８歳になることに合わせ、壬
生町では成人式の名称を二十歳の集い（成人式）と改めました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	二十歳の集い（成人式）の出席者
	二十歳の集い（成人式）の出席者数
	人
	295
	313

	二十歳の集い（成人式）の出席率
	二十歳の集い（成人式）出席者数／成人者数
	％
	74.7
	78.6


＜評価と課題・改善＞

二十歳の集い（成人式）は、新成人が企画・運営にあたっており、中学生ボランティアが受付等に協力して式典を開催しております。
また、町内の中学２年生より青少年健全育成標語を募集し、優秀な作品を選出して、バンドフェスタ内で表彰式を行い、各種イベント等の会場で啓発活動を行いました。
＜今後の方向性＞
「民法の一部を改正する法律」が２０２２年４月１日から施行され、成人年齢が

１８歳に引き下げられますが、１８歳は受験や就職などと重なり、成人式を開催して
も参加できない新成人が多いと推測されます。第７１回二十歳の集い（成人式）（令和２年１月１２日）で新成人に実施したアンケートでも、２０歳を迎える年度に実施するのが望ましいと８７．５％の新成人が回答しております。壬生町では２０歳を迎える年度に実施する方向で進めて参りたいと思い、二十歳の集い（成人式）に名称を変更しました。

また、青少年を健全に育成するため、環境浄化や啓発活動を推進して参ります。

（３）地域と連携した教育の推進

① 学校地域支援ボランティア推進事業（739,654円）

＜事業概要及び実施状況＞
本事業は、「学校の教育活動」における支援を目的とした「学校支援ボランティア推進事業」と、「地域社会での活動」における支援を目的とした「地域支援ボランティア推進事業」で構成されています。

「学校支援ボランティア推進事業」は、伝統芸能指導や読み聞かせ等の活動をする「ゲストティーチャー活動」、授業補助や校外学習の引率等の活動をする「学習アシスタント活動」、植木の剪定や校舎内修繕等の活動をする「施設メンテナー活動」、スクールガードなどの活動をする「環境サポーター活動」があり、ボランティアの活動に伴うケガ等を補償するためにボランティア保険に加入しています。

「地域支援ボランティア推進事業」は、土曜日の小学校体育館を会場に地域住民と子どもたちが一緒に活動する「子ども遊び学び塾」、中学生に勉強を教えたい地域住民と勉強を教えてもらいたい中学生とのつながりの場を創出する「放課後学習サポート事業」があります。

＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	学校地域支援ボランティア登録者数
	各小中学校及び生涯学習課への登録延べ人数
	人
	536
	465


＜評価と課題・改善＞

学校支援ボランティア推進事業では、令和元年度も多くの地域住民が本事業に関わり、地域の教育力を学校教育活動の中に生かすことができました。
また、「スクールガード」については、今市事件から月日が経過し、見守りの重要性が薄れ、令和元年度のスクールガードの登録人数は、最も多かった平成１８年度の４０４名から約４割の１５８名に減少しました。事業の普及、啓発のために、行政協力員（自治会長）の会議において、学校地域支援ボランティア推進事業の説明を実施し、本事業の啓発に努めています。他にも、県シルバー大学校卒業生対象の地域活動学習会において、チラシ等を配布し、学校地域支援ボランティア推進事業の周知をはかっております。「放課後学習サポート事業」において、参加した生徒とその保護者を対象に実施したアンケート調査の結果、家庭環境に何らかの問題を抱えた生徒が参加している実態や、そういった生徒にとっては本事業が貴重な学習の時間となっていることなどが明らかになっています。
＜今後の方向性＞
令和２年度からは事業名を「地域学校協働活動推進事業」に改め、地域学校協働本部を生涯学習課内に設置する予定です。学校、地域住民、行政や関係機関、団体等が連携・協働して子どもたちを地域全体で育もうとする気運をより一層高めていくように事業の周知に努めていきます。

　　　

② 中学生及び青少年地域参画推進事業（207,699円）

◇壬生町中学生及び青少年地域活動参画推進事業（ふ.る.るMibu）

◇ふ.る.るMibu JLC
＜事業概要及び実施状況＞

　　　　地域社会のあり方が急速に変化する今日、ソーシャルキャピタル（地域社会におけ

る住民のつながり）の重要性が指摘されています。一方で、地域の若いチカラである

中学生や二十歳未満の青少年の姿が地域の中に見えず、大人世代のみで地域活動が展

開されている、という指摘もあります。次代の壬生町の担い手となる中学生及び青少

年と地域の大人が多様につながりあう機会を地域の中に創り出すためのしかけづくり

は、活力ある未来のまちづくりと同義であり、壬生町における地域課題の一つです。

　　　　こうした背景を踏まえ、中学生及び青少年が様々な価値観や人生観を有する地域の

大人とのかかわりあいをとおして自己肯定感や郷土愛を高めたり、人の役に立つ経験

をとおして自己有用感を育んだりできるよう、中学生及び青少年が地域の大人と共に

地域社会で活躍できる機会を創出していきます。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	中学生及び青少年地域活動参加者数
	中学生及び青少年地域活動参加者延べ人数
	人
	432
	467


＜評価と課題・改善＞

　　　　中学生及び青少年の地域活動参画推進事業（ボランティア活動、地域施設の活動講

座等）を実施しました。令和元年度は前年度と比較すると、行事や講座数が減っては
いますが、全体的な参加人数は増加しました。
＜今後の方向性＞

　　　　次代の担い手である中学生及び青少年に対して、地域の大人と共に地域社会で活躍

できる機会を地域団体等との協働により提供していきます。中学生全体の人数が減少

傾向にあり、参加できる機会も減少しておりますが、令和元年度は予想以上の参加を
集めることができました。こうした現状の中でも、中学生及び青少年が様々な価値観
や人生観を有する地域の大人とのかかわりあいを通して、自己肯定感や郷土愛を高め
たり、人の役に立つ経験を通して、自己有用感を育んだりできるような事業を展開し
ていきます。

① 放課後子ども教室事業（1,371,776円）
＜事業概要及び実施状況＞

　　　　未来を担う子どもたちの成長を支えるには、地域と学校が連携・協働して地域全体
で教育を行うことが必要です。共働きの家庭が増加し、放課後における子どもの居場
所づくりと健全育成は喫緊の課題となっております。そこで、地域住民や大学生・企
業OB等様々な人材の協力を得て、放課後等にすべての子どもを対象として、安心・安
全な子どもの活動拠点（居場所）である放課後子ども教室を設け、学習やスポーツ・
文化芸術活動、地域住民との交流活動等の機会を提供します。
＜事業実績＞

	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	教育活動サポーター参加者数
	教育活動サポーター参加者延べ人数
	人
	469
	684


＜評価と課題・改善＞

　　　　この事業は藤井小学校で平成３０年５月に開始し、令和元年５月からは羽生田小学
校でも開始しました。両校とも令和元年５月から放課後児童クラブを一体型として開
設しました。小規模校の利点として放課後子ども教室での地域住民との交流による学
びの機会を多く提供していきます。
＜今後の方向性＞
　藤井小学校の放課後子ども教室は、地域と学校の連携がうまくとれており、子ども
たちに様々な体験活動の機会を提供することができました。その中で、異年齢で同じ
内容の作業等をする場合、高学年と低学年では技術差が大きいため、指導方法や準備
の段取りについて、また、見守りの際の注意の仕方など経験をもとに改善が見られま
した。
また、羽生田小学校の放課後子ども教室が始まり、保護者の協力のもと、子どもたち
と活発に活動しています。今後は活動内容の見直しやスタッフの研修等を行い、活動
の充実を図っていきたいと考えています。
	＜評価委員の意見＞

◎子育て・親育ち講座開催事業
・核家族化など、今の親は子育ての悩みなど自分の本音を話せる場がない。そういっ
た意味で、親同士のゆるやかなつながりが作れるこの事業の役割は大きいと思われる。

・直接に悩みを相談できるワークショップ型を、新しい生活様式の中で、実施してい
ってもらいたい。講話形式のものは、成功した例よりも、失敗例を話すのもよい。
◎青少年活動推進事業
・「二十歳の集い（成人式）」のメッセージ募集の参考例文が、大学生としての内容だ
けであったが、大学へ行くことだけが理想ではなく、ほかにも色々な生き方があるの
で、例文の提示にはもう少し配慮した方がよいと思われた。
◎学校地域支援ボランティア推進事業
・地域の子どもたちが誰か分からないことが多いため、学校が地域の夏祭りなどに参加するように子供達に積極的に呼びかけて、学校と地域(自治会)の橋渡しを当該制度が担ってもらいたい。
◎放課後子ども教室事業
・この事業における藤井小の事例は内容が充実していて素晴らしい。このような取組が積極的に展開されれば、地域の子ども達の顔や姿が見えてきて、子どもたちと地域のつながりが強くなっていくと思われる。



６．国際性を高め交流活動が盛んなまちづくり
 基本方針 
●異国文化への理解を深める活動を推進し、本町に居住する外国人のニーズに応じて情報提供します。

●これからのグローバル社会を生きる子どもたちのため、国際理解教育を充実します。
（１）国際理解の促進

➀ 外国語指導助手配置事業(23,947,364円）
＜事業概要及び実施状況＞

平成２３年度から民間委託の外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置しています。令和２年度より新学習指導要領の全面実施となることを受け、義務教育における外国語教育が大きく変わることに伴い、移行措置が始まる平成３０年度より外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置数を３名から７名に増やしました。外国語教育への需要が高まる中、小学校ではこの他に予備時数を活用して、１・２年生においても英語活動を実施し、「英語に慣れ親しむ」機会の充実に努めています。幼児教育の重要性とその効果の大きさが色々な分野で検証されつつある中、本町では幼児期からネイティブな英語に慣れ親しむことを目的に、幼稚園・保育園においてもＡＬＴを活用した事業を行っています。
また、ＡＬＴを活用したイングリッシュ･プログラムを年２回実施し、小学校３年生から６年生を対象に希望者を募り、「まる１日英語で過ごそう」事業として、アクティビティーな体験を通して、ＡＬＴと１日ゲーム等の活動をしながら、英語によるコミュニケーション能力の素地の向上を図っています。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	ALTの児童生徒１人あたりの事業費
	総事業費/児童生徒人数
	円
	7,489
	7,619

	イングリッシュ・プログラム
	参加人数
	人
	109
	74


＜評価と課題・改善＞

外国人による生きた英語による授業により、児童・生徒の学習の意欲が高まるなど外国の文化などへの興味・関心を深めることができました。
ＡＬＴを学校に計画的に配置することで、小学校低学年のうちから英語に触れ合いコミュニケーション能力向上に繋げ、児童生徒が異文化に触れる経験をとおして、豊かな英語力を身に付けられる異文化体験を積むことができました。

担任とＡＬＴの事前打合せ時間を確保するなどの環境面での整備が重要である。教員が授業の中でよりＡＬＴとのＴＴ体制の授業を充実させるために、教職員の指導力向上が課題である。
＜今後の方向性＞
指導力や人間性に優れたＡＬＴを配置できるよう、学校現場の声を聞き取りながら派遣会社に働きかけていく。また、教職員の指導力向上のための、教育委員会から学校への訪問指導や研修を実施する。英語指導力に不安や困り感を持つ教職員を対象に自主研修会や勉強会などを実施していくことを検討する。

また、イングリッシュ・プログラム事業についても、活動をとおして英語を用いた楽しさを実感できる体験活動を引き続き展開していきます。

（２）国際交流活動の推進

➀ 中学生国際交流推進事業(7,129,961円）

＜事業概要及び実施状況＞

本事業は、平成１０年度から実施しており、令和元年度で２２回目になります。壬生町中学生海外派遣団として８月１０日から８月１８日の９日間、町内在住の中学校第２学年生徒２０名をオーストラリア・シドニーに派遣しました。ホームステイによる家庭での生活や現地中高生との交流、語学学校での研修を行ないました。
＜事業実績＞
	指標名
	指標の考え方
	単位
	実績値

	
	
	
	平成30年度
	令和元年度

	参加者１人あたり事業費
	総事業費/派遣団員数
	円
	411,870
	414,284


＜評価と課題・改善＞

ホームステイをしながら、各家庭より公共交通機関を利用して語学学校に通学し、現地での生活を体験しました。また、現地中高生との交流事業に参加し、日本の昔からの遊び等を通して日本文化の良さを十分に伝え、国際交流の推進を図ることができました。
平成３０年度より、業者選定方法を指名競争入札に準じた形で見積もり合わせを行ったことで、事業費の削減を図ることができました。
＜今後の方向性＞

安全性の水準を保ちながら、より安価に事業を実施できるよう、実施経験やコスト軽減に繋がる実績・ノウハウを持った業者選択を図っていきます。
	＜評価委員の意見＞

◎外国語指導助手配置事業
・小学１・２年生への英語活動の実施においては、担任の負担軽減の観点から、実施マニュアルがあった方がよいと思われる。担任の負担軽減になるし、担任が替わっても標準的に対応できる。また、ＡＬＴにも学年レベルに応じた指導を依頼する必要もあると思われる。
・専科教員は採用しているのだろうか。(県で英語と理科の専科教員を配置している)
・今後専科教員の人数を増やせればよりよいと思う。
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